
介護の財源は、半分をみなさんの介護保険料で、�
残りの半分を公費でまかないます。�
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こ
れ
か
ら
の
施
策
の
基
本
的
な
方
向
を
定
め
、
総

合
的
な
取
り
組
み
の
方
針
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
す
。

計
画
の
内
容
は
、
介
護
保
険
や
保
健
福
祉
を
は
じ
め
、

生
涯
学
習
な
ど
の
分
野
も
含
む
も
の
で
、
四
日
市

市
総
合
計
画
や
高
齢
者
の
実
態
調
査
、
市
民
の
意

見
な
ど
を
反
映
さ
せ
て
つ
く
り
ま
し
た（
将
来
の
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
量
や
事
業
費
に
つ
い
て
も
推
計
し

て
い
ま
す
＝
グ
ラ
フ
①
、
②
）。�

　
こ
れ
に
よ
り
、
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
導
入

を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
、

生
活
を
支
援
す
る
な
ど
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
重
点
課
題
と
し
て
、
①
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
の
整
備
と
内
容
の
充
実
、
②
介
護

が
必
要
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
健
康
づ
く
り
や

生
活
支
援
な
ど
の
推
進
、
③
高
齢
者
が
地
域
で
安

心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
見
守
り
・
助
け
合
い
活

動
へ
の
支
援
、
④
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
の

積
極
的
な
提
供
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。�

�����

　
こ
の
二
つ
の
計
画
の
目
指
す
方
向
は
、「
健
康
で

安
心
と
生
き
が
い
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
」で
す
。

市
民
が
高
齢
期
に
な
っ
て
も
、
積
極
的
に
健
康
づ

く
り
に
努
め
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
的
な
活

動
を
す
る
と
と
も
に
、
介
護
や
生
活
支
援
が
必
要

に
な
っ
て
も
、
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
は
積
極
的
に
社
会
活
動
に

参
加
し
、
事
業
者
は
公
的
な
役
割
を
担
っ
て
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
は
か
り
、
行
政
は
積
極
的
な
情
報

提
供
を
は
じ
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
る
な
ど
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
が

必
要
で
す
。�

健
康
で
自
立
で
き
、�

生
き
が
い
や
安
心
の
あ
る
社
会
を�

調整交付金�
平均5％第1号�

被保険者の保険料�
（65歳以上の人）�
 2,946円（月額）�

（40歳～64歳の人）�
●組合健保（大企業のサラリーマンなど）�
　全国平均 1,965円（月額）�
●政府管掌健保（中小企業のサラリーマンなど）�
　全国平均 1,550円（月額）�
●国民健康保険（自営業者など）�
　全国平均 1,280円（月額）�
※事業主や国の負担分を半分とした場合の個人負担分です（厚生省試算）。�

国負担金�
20％

都道府県�
負担金�

12.5％
市町村�
負担金�

12.5％

平均�
17％�

33％�

主な介護保険サービスの提供量の推計（グラフ①）�

介護保険事業費（月額）の推計（グラフ②）�

施設費用� 居宅費用�

第2号�
被保険者の保険料�
�

公 

費�

保
険
料�

※本人が市民税非課税の場合�

〈介護保険財源の仕組み〉�


